
事前
申込要

令和３年度 福島研究開発部門成果報告会
日本原子力研究開発機構

～10年後の未来へ～

入場
無料

＊新型コロナウイルス感染症拡大等により、開催内容を変更させていただく場合がございます。

変更の際は、ホームページにてご案内いたします。

＊新型コロナウイルス感染症への対応等については、裏面をご確認ください。

＊富岡駅から学びの森までバスを配車いたします。

後援：富岡町、国立大学法人福島大学、独立行政法人国立高等専門学校機構福島工業高等専門学校

招待講演

原子力損害賠償・廃炉等支援機構

東京大学大学院情報学環

・燃料デブリ ・炉内状況把握

・計測機器開発

・遠隔分析 ・ロボット

・廃棄物の処理、処分

・環境動態 ・モニタリング 等

事前お申し込み及び詳細はホームページでご案内いたします。

ポスター・研究成果物展示

パネルディスカッション

「次の１０年、
原子力機構の廃炉研究開発に何が求められるか」

12月7日(火)

富岡町文化交流センター

11：00～16：50 （10：30開場） 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1

学びの森（大ホール）

令和3年
日

時

会

場

原子力機構の研究開発成果報告

開沼 博 氏准教授

理事長 山名 元 氏

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 福島研究開発部門
福島県福島市栄町6-6 NBFユニックスビル7階 TEL：024-524-1060

福島事業管理部 総務課 FAX：024-524-1069

お問い合わせ・お申し込み先

https://fukushima.jaea.go.jp/info/20211207.html

廃炉環境国際共同研究センター（CLADS）施設公開

同日開催 10：00～16：00

参加申込不要

CLADSは学びの森の向かいの施設です
ぜひお越しください

＜お問い合わせ＞ 廃炉環境国際共同研究センター TEL：0240-21-3530（代表）

学びの森



本報告会の開催に際し、機構スタッフにおいて感染症対策を実施いたします。参加者の皆様におかれましても、

以下の事項についてご協力いただきますようお願いいたします。

1.体調が優れない場合や発熱のある場合などは、参加をご遠慮ください。

2.会場内では、マスクの着用をお願いいたします。

マスクについてはウイルスカット仕様のマスク（不織布マスク推奨）の着用をお願いいたします。

3.会場入口において、検温、アルコール消毒液による手指の消毒にご協力ください。

4.「報告会参加確認票」をご記入の上、当日ご持参いただきますようお願いいたします。

（「報告会参加確認票」は、ホームページよりダウンロードをお願いいたします。）

ご記入いただいた内容や会場での検温により、参加をご遠慮いただく場合がございます。

報告会における新型コロナウイルス感染症に関するお願いについて

日本原子力研究開発機構（JAEA） 福島研究開発部門について
日本原子力研究開発機構は、日本で唯一の原子力に関する総合的研究開発機関です。

福島研究開発部門では、福島第一原子力発電所事故直後から福島の環境回復と廃炉に向けた研究
開発に取り組むとともに、地域の将来を担う人材の育成、企業との連携を通じて地域社会の皆さまととも
に福島の復興に貢献していきます。

日本原子力研究開発機構 HP 福島研究開発部門 HP

https://www.jaea.go.jp/ https://fukushima.jaea.go.jp/

福島県内の研究開発拠点
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